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長
年
の
間
、
学
生
の
指
導

と
真
理
の
探
究
に
情
熱
を
注

い
で
こ
ら
れ
た
１４
人
の
先
生

方
が
、
定
年
で
教
壇
に
別
れ

を
告
げ
た
。

卒
業
生
と
時
を
同
じ
く
し

て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
去
っ
た
の

は
▽
経
済
学
部
が
小
島
直
教

授
▽
法
学
部
が
青
竹
正
一
教

授
、
神
長
百
合
子
教
授
、
藤

本
一
美
教
授
▽
経
営
学
部
が

植
松
日
子
太
郎
教
授
、
溝
田

誠
吾
教
授
▽
商
学
部
が
安
藤

英
義
教
授
、大
西
勝
明
教
授
、

奥
村
輝
夫
教
授
、
奥
村
紀
夫

教
授
▽
文
学
部
が
小
野
隆
教

授
、小
山
利
彦
教
授
、米
田
嚴

教
授
▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
が
伊
東
洋
三
教
授
。

こ
の
う
ち
７
教
授
が
最
終

講
義
を
行
っ
た
（
写
真
説
明

に
最
終
講
義
タ
イ
ト
ル
を
掲

載
）。大

西
勝
明
教
授
、
伊
東
洋

三
教
授
か
ら
は
本
学
の
思
い

出
と
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
た
。

【
経
済
学
部
】

小
島

直
教
授

９３
年
経
済
学
部
教
授
。
全

学
Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
。
主
な
担
当
は
「
中

東
の
経
済
」。
２１
年
在
職
。

【
法
学
部
】

青
竹

正
一
教
授

０７
年
法
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
会
社
法
特
論
」
。

７
年
在
職
。

神
長

百
合
子
教
授

９５
年
法
学
部
教
授
。
学
生

部
次
長
な
ど
を
歴
任
。
主
な

担
当
は
「
法
社
会
学
」
。
１９

年
在
職
。

藤
本

一
美
教
授

９６
年
法
学
部
教
授
。
図
書

館
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴

任
。
主
な
担
当
は
「
政
治
学

の
基
礎
」。
１８
年
在
職
。

【
経
営
学
部
】

植
松

日
子
太
郎
教
授

７１
年
経
営
学
部
講
師
、
７５

年
助
教
授
、
８２
年
教
授
。
教

員
資
格
審
査
委
員
会
委
員
な

ど
を
歴
任
。
主
な
担
当
は「
統

計
入
門
」。
４３
年
在
職
。

溝
田

誠
吾
教
授

７５
年
経
営
学
部
講
師
、
７８

年
助
教
授
、
８４
年
教
授
。
体

育
部
長
な
ど
を
歴
任
。
主
な

担
当
は
「
企
業
形
態
論
」
。

３９
年
在
職
。

【
商
学
部
】

安
藤

英
義
教
授

０７
年
商
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
財
務
会
計
論
」
。

７
年
在
職
。

大
西

勝
明
教
授

６８
年
商
学
部
助
手
、
７２
年

講
師
、
７５
年
助
教
授
、
８１
年

教
授
。
商
学
研
究
所
長
、
商

学
部
長
な
ど
を
歴
任
。
主
な

担
当
は「
起
業
と
経
営
・
現
代

企
業
」。
４５
年
１１
カ
月
在
職
。

奥
村

輝
夫
教
授

７９
年
商
学
部
講
師
、
８１
年

助
教
授
、
９０
年
教
授
。
会
計

学
研
究
所
長
、
図
書
館
委
員

会
委
員
な
ど
を
歴
任
。
主
な

担
当
は
「
原
価
計
算
論
」
。

３５
年
在
職
。

奥
村

紀
夫
教
授

７７
年
商
学
部
講
師
、
８１
年

助
教
授
、
０５
年
教
授
。
二
部

学
生
部
次
長
、
障
害
学
生
支

援
推
進
委
員
会
委
員
な
ど
を

歴
任
。
主
な
担
当
は
「
財
務

会
計
論
」。
３７
年
在
職
。

【
文
学
部
】

小
野

隆
教
授

７８
年
文
学
部
講
師
、
７９
年

助
教
授
、
８５
年
教
授
。
文
学

部
国
文
学
科
長
、
教
養
課
程

委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。

主
な
担
当
は
「
日
本
文
学
研

究
」。
３６
年
在
職
。

小
山

利
彦
教
授

７９
年
文
学
部
助
教
授
、
８３

年
教
授
。
文
学
部
国
文
学
科

長
、
人
文
科
学
研
究
所
長
な

ど
を
歴
任
。
主
な
担
当
は「
日

本
文
学
通
史
」。３５
年
在
職
。

米
田

嚴
教
授

９７
年
文
学
部
教
授
、
学
生

部
委
員
な
ど
を
歴
任
。
主
な

担
当
は
「
地
誌
学
概
論
」
。

１７
年
在
職
。

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
】

伊
東

洋
三
教
授

７１
年
経
営
学
部
講
師
、
７４

年
助
教
授
、
８１
年
教
授
。
０１

年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

教
授
に
所
属
変
更
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
長
な
ど
を

歴
任
。
主
な
担
当
は
「
ゲ
ー

ム
の
理
論
」。
４３
年
在
職
。

依

願

退

職

【
３
月
３１
日
付
】

酒
井
進
経
済
学
部
教
授

（
在
職
３７
年
）

常
行
敏
夫
経
済
学
部
教
授

（
在
職
４０
年
）

松
沢
裕
作
経
済
学
部
准
教
授

（
在
職
３
年
）

伊
藤
雄
司
法
学
部
准
教
授

（
在
職
９
年
）

館
田
晶
子
法
学
部
准
教
授

（
在
職
２
年
）

高
桑
晴
子
商
学
部
准
教
授

（
在
職
７
年
）

４３
年
前
、
専
修
大
学
に
経
営

学
部
講
師
と
し
て
入
職
し
た
時

は
、
ま
だ
木
造
の
旧
１
号
館
は

残
っ
て
い
た
。
５
号
館
は
竣
工

し
て
ま
だ
日
が
た
っ
て
い
な
か

っ
た
。

入
職
し
た
時
の
研
究
室
は
２

号
館
の
４
階
に
あ
っ
た
。

１
階
に
は
電
子
計
算
機
室
が

あ
っ
て
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

O
K
I
T
A
C
5
0
9
0

と
稼
働
中
の

I
B
M
1
4
4
0

が
あ
っ
た
。
入
職

し
て
間
も
な
く

I
B
M
1
4
4
0

はN
C
R

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

更
新
さ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
コ

ン
パ
イ
ラ
ー
言
語
のF

O
R
T
R
A
N

と

C
O
B
O
L

で
行
っ
て
い
た

が
、N

C
R

は

F
O
R
T
R
A
N

と

C
O
B
O
L

を
リ
リ
ー
ス
し
た
直

後
で
、
多
く
の
バ
グ
が
あ
っ
た

し
、C

O
B
O
L

の
日
本
語
版
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
か
っ
た
。
森

克

美

先

生

は

苦

労

し

て

C
O
B
O
L

を
教
え
て
い
た
。

情
報
管
理
学
科
設
立
時
に
入

職
さ
れ
た
岡
崎
文
次
先
生
は
、

F
O
R
T
R
A
N

の
バ
グ
を
毎
日
の

よ
う
に
探
し
て
い
た
。
な
お
岡

崎
先
生
は
富
士
フ
イ
ル
ム
在
職

中
に
日
本
で
初
め
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
内
蔵
式
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

完
成
さ
せ
た
人
で
あ
る
。

電
子
計
算
機
室
長
を
辞
め
た

後
も
阿
部
邦
彦
先
生
は
毎
日
電

子
計
算
機
室
に
い
て
、
阿
部
先

生
の
下
で
学
生
達
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
代
わ
り
を
し
て
く
れ

た
。当

時
の
電
算
室
が
懐
か
し

い
。

商
学
部
の
卒
業
生
の
小
野
塚

彩
那
さ
ん
が
、
ソ
チ
五
輪
の
ス

キ
ー
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
女
子
ハ

ー
フ
パ
イ
プ
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
快

挙
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
し
っ

か
り
し
た
基
礎
を
有
し
た
こ

と
、
活
躍
で
き
る
分
野
を
見
極

め
、
果
敢
な
挑
戦
を
試
み
て
き

た
こ
と
、
当
該
競
技
を
メ
ジ
ャ

ー
な
も
の
に
し
、
後
継
者
の
活

躍
を
願
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を

報
道
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
さ
れ
る
諸
君
も
こ
れ
ま

で
と
異
な
る
ス
タ
ー
ト
台
に
立

ち
、
新
た
な
行
動
を
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
様
な
思

い
で
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
突
入

さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
諸
君
が

飛
び
込
ま
れ
る
世
界
は
グ
ロ
ー

バ
ル
で
、
変
化
が
激
し
く
、
既

成
の
価
値
観
で
は
対
応
困
難
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ

か
ら
こ
そ
、
意
義
あ
る
使
命
を

抱
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
栄
光
へ
の

道
を
究
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
栄
光
へ
の
道
は
、
耐
え
が

た
き
試
練
を
伴
う
で
し
ょ
う

が
、
閉
ざ
さ
れ
て
は
お
り
ま
せ

ん
。
専
修
大
学
で
体
得
し
た
ス

タ
ー
ト
台
を
踏
ま
え
、
自
分
自

身
と
世
界
の
変
革
に
つ
な
が
る

輝
け
る
人
生
の
開
拓
を
期
待
し

ま
す
。

万
感


長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導にににににににににににににににににににににに感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝

▲ 藤本一美教授「戦後青森県政

治史序説―１９４５年～１９４８年」

▲ 大西勝明教授「半世紀に及ぶ

向ヶ丘での研究・教育生活」

▲ 小山利彦教授「天皇の秘曲・

御神楽」

商
学
部
教
授

最
終
講
義

～輝いて生きる～

大
西

勝
明

▲ 溝田誠吾教授「これまでの研

究・教育をふりかえって」

▲ 奥村輝夫教授「研究・教育の

追憶」

▲ 伊東洋三教授「寡占市場と

情報構造」

▶

神
長
百
合
子
教
授
「
象
徴
と
し
て

の
法
」
（
ゼ
ミ
生
・
ゼ
ミ
卒
業
生

対
象
に
最
終
講
義
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授

～電算室の思い出～

伊
東

洋
三

定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方

定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方
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